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までの本プロジェクトで、はチェコ科学アカデミ~Ludek Frank教授らとの共同研究に
より低エネルギー電子の検出器（SLEEM）を開発， 日本国内初の作製に成功している。
からは引続きそのアプリケーションとデータベースの構築、さらに起業に向けた準備を行う。
図 3は試験的に作製した、複数のホウ化物粒子を含む Al基接合材料の観察結果と EDSマツ
ングの結果である。ホウ化物粒子は、結晶構造が問じ A1B2タイプの MgB2,AlB2ラTiB2とZrB2
である。関中の口で、囲った 5keVで観察したときの SLEEM像で、各粒子のコントラスト
も強く現れていることがわかった。今後は、構成原子の違いによるこれら画像強度の理論
を行う予定である。
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(4）プ口ジェクト成果の応用・効果・構想、
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さらに、環境負荷低減を目指したノルウェー科学技術大学との低燃費化材料の開発研究にも
取り組む。
2. SLEEM検出器においては，今後データベースの構築とアプリ
引き続き各種実機への装着のための研究と、起業を展開していく
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